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菅
公
ゆ
か
り
の

匂
い
の
梅
史
跡
保
存
会
（
六
五
一
ー
ニ
―
―
八
）

「
匂
い
の
梅
」
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長
日
薔
蓋
み
祭
り

「おーぷん長田
2
0
0
1
実
行
委
員
会
」

面
E
双
田
山
印
小
ホ
用
北
問
巾
泊
出
切
下
し
胆
囲
他
惟

七
月
の
地
下
鉄
開
通

や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な

ど
神
戸
の
副
都
心
と
し

て
発
展
す
る
よ
う
に
と

「
潮
汲
み
祭
り
」
が
南

部
商
店
街
で
行
わ
れ
に

本
町
筋
商
店
街
で
は

実
行
委
員
の
山
本
豊
夫

さ
ん
ら
が
潮
汲
み
早
運

び
レ
ー
ス
を
企
画
し
た
。

長
田
神
社
が
神
事
で
駒
ケ
林
浜
か
ら
潮
水
を
運

ん
だ
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
「
潮
汲
」
の
衣
装
に

身
を
包
み
、
デ
カ
パ
ン
•
平
均
台
・
飴
食
い
な
ど

を
し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
競
争
だ
。
ス
タ
ー
ト
は
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カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
「
み
か
」
前
で
ゴ
ー
ル
は

呉
服
店
」
の
三
十
メ
ー
ト
ル
。
「
天
才
チ
ー
ム
」

や

「ラ
プ
マ

シ
ー
ン
」
な
ど
二
十
八
組
が
参
加
し

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

>
8i人

々
に
馴
染
ま
れ
て
い

C
‘f
吟

rf□
4
量

た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
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潮
汲
み
祭
り
は
五
月
・
七
月
・
九
月
に
も
行
わ

れ
る
。

人
・
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な
が
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／
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震
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資
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発
行
人
／
寿

広

文

絹
集
人
／
福
蔦

・
山
西
・
武
川

長
田
中
学
校

（旧
・
苅
藻
中
）
の
東
向
か
い
に

史
跡

「匂
い
の
梅
」
が
あ
り
遅
か

っ
た
春
を
待
ち

き
れ
ず
に
咲
い
て
い
る
。

そ
の
昔
、
菅
原
道
真
公
が
九
州
・
筑
紫
へ
左
遷

さ
れ
る
途
中
に
大
和
田
の
泊
に
上
陸
し
た
と
き
梅

の
良
い
香
り
に
誘
わ
れ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
の
時

詠
ん
だ
歌
が
祠
の
傍
ら
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る

匂
能
梅
可
勢
さ
む
見
雪
休
万
可
へ
天

咲
花
農
袖
耳
そ
移
れ
丹
保
ふ
梅
可
香

（匂
い
の
梅
風
寒
み
雪
に
ま
が
へ
て
咲
く
花

の
袖
に
ぞ
う
つ
れ
匂
う
梅
が
香
）

背
面
に
は
、
末
正
重
直
造
立
え
文
政
第
七
甲

申
年
仲
冬
兵
庫
石
工
時
枝
文
衛
門
と
あ
る

-
（
こ
の
祠
の
隣
町
は
梅
ケ
香
町
と
呼
ば
れ
菅
公
の

こ
の
歌
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
）

「匂
い
の
梅
史
跡
保
存
会
」

（昭
和
六
十
年
結

成
）
の
事
務
局
を
さ
れ
て
い
る
喫
茶
・
八
重
ち
ゃ
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(4) 

①00 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
安
全
マ
ッ
プ

真
野
地
区
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

真
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
が
同
地
域
の

安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
防
災
資
機
材
庫

・
資

機
材
協
力
店
や
コ
ン
ビ
ニ
•
井
戸

・

医
療
機
関
・

消
火
栓
．
避
難
所
・
公
衆
電
話
・
福
祉
施
設
や
相

談
所
・
こ
ど
も

1
1
0
番
な
ど
、
日
常
必
要
な
こ

と
か
ら
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
わ
か
り

や
す
く
地
図
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
連
絡
先

も
電
話
番
号
も
あ
る
。

同
推
進
会
は
、
人
口
流
出
・
環
境
問
題
に
危
機

感
を
持
っ
た
住
民
組
織
で
、

一
九
八

0
年
か
ら
二

0
年
か
け
て
「
住
エ
が
協
調
し
、
住
民
主
導
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
た
。
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
の
成
果
で
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

「
人
・
街
・
な
が
た
震
災
資
料
室
」

TELO
七
八
ー
五
七
九
ー
ニ
三
一
＿
ま
で

震
災
を
越
ろ
て

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
埋
蔵
文
化
財
』

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録

発
行
／

『
阪
神

・
淡
路
大
震
災
と
埋
蔵
文
化
財
』

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

ま
ち
・
コ
ミ
ニ

0
0
一
年
三
月
号

発
行
／
ま
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

①
菅
公
ゆ
か
り
の
「
匂
い
の
梅
」

②
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て
1

③
防
災
自
治
研
集
会

④
「
長
田
潮
汲
み
祭
り
」
他

ん
の
岩
木
さ
ん
は
「
あ
る
時
、
ケ
ミ
カ
ル
関
係
の

女
性
が
店
へ
来
て
そ
こ
に
御
社
が
あ
る
、
大
切
に

お
祭
り
を
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
そ

の
後
、
地
域
の
人
々
が
お
掃
除
や
梅
の
お
世
話
を

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
は
貝
殻
虫
で
困
っ
た
そ
う
だ
。

毎
年
七
月
二
十
五
日
は
匂
の
梅
天
満
宮
の
織
が

立
ち
柳
原
の
天
神
社
さ
ん
の
宮
司
が
来
ら
れ
て
大

祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。

平
成
元
年
に
は
会
員
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
新

し
い
歌
碑
が
造
ら
れ
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
模

様
が

「神
戸
史
談
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

祠
の
横
に
は
菅
公
腰
掛
の
石
が
置
か
れ
、
竹
筒

の
筆
塚
も
あ
る
。
ま
た
小
さ
く
「
絵
馬
ご
希
望
の

方
は
喫
茶
八
重
ち
ゃ
ん
ま
で
」
の
札
が
遠
慮
が
ち

に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
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(3) 人・街・ながた震災資料室だより 人・街・ながた震災資料室だより (2) 

大
阪
市
職
労
・
久
本
昇
志
さ
ん
か
ら
、
大
阪
市

で
の
「
地
域
防
災
力
の
向
上
に
む
け
て
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
，
町
年
度
に
震
度

7
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
「
大
阪
市

地
域
防
災
計
画
〈
震
災
対
策
編
〉
」
を
、
’
伶
年
度

に
は
風
水
害
や
突
発
的
な
事
故
災
害
に
対
応
す
る

「
同
〈
風
水
害
等
対
策
編
〉
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
初
期
初
動
体
制
の
確
立
②
災
害
情
報
の
収
集

伝
達
体
制
の
強
化
③
地
域
防
災
力
の
向
上
④
生
活

関
連
物
資
の
確
保
⑤
避
難
施
設
等
の
整
備
が
骨
子

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
基
盤
設
備
・
建
築
物
等
ハ
ー
ド
面

で
の
対
策
・
整
備
を
は
じ
め
、
市
民
・
職
員
へ
の

防
災
知
識
の
普
及
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
、

災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
生
き
た
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

報
告
と
共
に
大
阪
市
市
民
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
次
の

6
つ
に
大
き

く
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
大
阪
の
地
震
②
地

震

前

の

準

備

③

地

震

時

＼

直

後

の

行

動

④

地
震
後
の
行
勁
⑤
地
震
（
災
害
）
の
基
礎
知
識

⑥
カ
ー
ド
の
記
入
（
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
・
援
護
を

要
す
る
方
の
た
め
の
防
災
カ
ー
ド
）

□
□
□

[̀ 

前
号
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
る
防
災
自
治
研
集

会
が
近
づ
き
ま
し
た
。

5
日
は
県
立
文
化
体
育
館

で
全
体
集
会
、

6
日
に
は
各
所
で
様
々
な
分
科
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

全
体
集
会
の
主
な
催
し
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

14時
25分
講

演

・

辛

4
淑
王
ャ
｀
ん

「
災
害
と
人
権
＼
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

質
15分
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「
災
害
と
人
権
＼
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

辛
淑
天
さ
ん

陶
山
清
孝
さ
ん
（
鳥
取
県
西
伯
町
災
害
対
策
本
部
）

杉
岡
康
次
郎
さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
合
会
）

16時
45分
蓮
池
小
学
校
児
童
合
唱

ま
た
長
田
区
役
所
に
於
い
て
も

7
階
の
大
会

議
室
に
お
い
て
「
自
治
体
と
地
域
防
災
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
と
題
し
て
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
分
科
会
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
『
大

地
震
・
大
災
害
が
自
分
の
街
に
起
こ
る
と
の
認
識

が
広
が
っ
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
づ
く
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
段
階
に
入
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
治
体
の
防
災
行
政
を
背
景

「
地
域
防
災
力
の
向
上
に
む
け
て
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

口
会場あんない

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
市
民
向
け
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
短
く
簡
潔
な
表

現
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
カ
ラ
ー
で
表

や
絵
も
多
く
と
り
い
れ
ら
れ
、
と
て
も
見
や
す
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
か
ら
⑥
ま
で
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て

み
ま
す
。①

地
震
の
種
類
、
活
断
層
の
説
明
、
大
阪
市

に
お
け
る
地
震
の
被
害
の
想
定
（
震
度
分
布
・

液
状
化
）
。

②
被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
た
め
に

今
で
き
る
家
の
中
や
家
の
周
り
の
安
全
チ
ェ

ッ
ク
、
家
族
内
で
の
防
災
会
議
、
家
で
準
備
し

て
お
く
と
役
立
つ
な
も
の
、
地
域
や
近
隣
で
の

支
援
体
制
づ
く
り
、
自
主
防
災
活
動
な
ど
。

③
地
震
で
揺
れ
た
時
に

a
家
の
中
に
い
た

ら

b
外
出
し
て
い
た
ら

C

援
護
を
要
す

る
方
の

3
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。

④
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
閉
じ
込
め
ら

れ
た
り
し
た
場
合
の
対
策
、
避
難
の
仕
方
、
正

し
い
情
報
の
得
方
な
ど
。

⑤
気
象
庁
震
度
階
級
表
、
様
々
な
災
害
に
つ

い
て
の
心
得
や
備
え
、
企
業
で
の
備
え
な
ど
。

に
発
表
レ
ポ
ー
ト
と
フ
ロ
ア
と
の
意
見
交
換
を

行
い
、
防
災
担
当
者
の
交
流
と
防
災
行
政
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。
』
と
い
う
の
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
分
科
会
は
、
後
記
の
と
お
り
で
す
。

◎
医
療
・
介
護
と
防
災
対
策

（
長
田
消
防
署
4
階

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
）

◎
災
害
復
興
の
都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り

（
神
戸
市
勤
労
会
館
・
会
議
室
）

◎
避
難
生
活
の
課
題
と
あ
り
方

（
ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
）
、

◎
被
災
者
の
生
活
再
建
と
地
域
の
再
建

（
新
長
田
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
）

飛
松
町
西
公
園

（
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
）

完
成
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⑥
防
災
セ
ン
タ
ー
や
応
急
手
当
の
講
習
会

に
つ
い
て
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
防
災
カ

ー
ド
の
添
付
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
各
項
目
に
お
い
て
援

護
を
要
す
る
方
の
た
め
の
想
定
や
対
策
が
多
く

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
今
後
の
福
祉
・

高
齢
化
社
会
に
む
け
て
極
め
て
重
要
な
要
素
だ

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
度
、
神
戸
市
須
磨
区
飛
松
町
5
丁
目
に
新

し
く
公
園
が
で
き
ま
す
。

こ
の
公
園
の
予
定
地
は
、
平
成
4
年
に
神
戸
市

に
よ
り
公
園
用
地
と
し
て
買
収
さ
れ
、
整
備
予
定

で
あ
り
ま
し
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り

周
囲
の
住
宅
の
多
く
が
倒
壊
し
、
当
公
園
予
定
地

は
、
周
辺
住
民
の
一
時
避
難
所
や
炊
き
出
し
の
場

と
し
て
使
わ
れ
、
ま
た
そ
の
後
は
、
瓦
礫
置
き
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
周
辺
の
復
旧
が
進
む
に
つ
れ
て
、
防

災
観
点
や
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
公
園
整
備
要
望

が
地
元
か
ら
強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
街
区
公
園
と
し
て
は
狭
い
こ
と

か
ら
裔
齢
者
の
休
息
の
場
や
幼
児
の
遊
び
場
等

の
静
的
な
空
間
構
成
と
し
、
災
害
時
に
は
一
時
避

難
が
で
き
る
広
場
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
施
設
の
内
容
と
し
て
は
、
地
元
か
ら
要
望

の
強
か
っ
た
『
癒
し
の
花
壇
』
や
広
場
、
植
栽
、

ベ
ン
チ
、
幼
児
用
遊
具
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
配
置

し
て
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
を
示
す

「
銘
板
」
と
「
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
」
が
配
置
さ
れ

ま
す
。ま

た
、

3
月
2
8
日
に
自
治
労
か
ら
神
戸
市
へ

公
園
寄
贈
の
贈
呈
式
が
神
戸
市
役
所
に
て
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。


